私たちの まわ リ では、 よく、 自信が あると か、 自信 

がない とかいう 表現が される。 そして、 この頃の 少し 

もの を 考える 若い 女の ひとは、 何とな しこの 自信の 無 

さに 自分と し て も 苦し んで いる- とが 多 いように 思え 

るの はどうい うわけ だろう か。 

一 つに は、 女の 与えられる 教育と いう ものが、 あら 

ゆる 意味で 不徹底 だとい う 理由が ある。 なまじい 専門 

程度の 学校 を 出て いると いう ことで、 現実に はかえ つ 

て その 女の ひとの 心が ちぢ かまる という こと は、 深刻 

に 日本の 女性の 文化の ありよう を 省みさせる ことなの 

である。 
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